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［背景・ねらい］ 
近年、ナタネの作付が増えているが、選別残さや収穫残さのカスケード利用は十分にな

されていない。一方、農業用機械に多く用いられるディーゼルエンジンは、比較的簡易な

改造で無変換のナタネ油を燃料として運転可能であり、収穫残さや搾油残さはバイオマス

ボイラーなどで潜在的に固形燃料として利用可能である。そこで、カスケード利用計画

およびバイオマスタウン構想などの事前評価に用いる基礎データとして、ナタネ生

産により発生するバイオマスの熱量構成を明らかにする。  
 

［成果の内容・特徴］ 
１．「キラリボシ」について整粒収量 200kg/10a を想定した場合、生産されるバイオマス

の総計はエネルギー換算で 13.5GJ/10a であり、構成割合で見ると茎葉部が 57％、搾油

残さが 26％、ナタネ油が 17％と推算できる（図 1）。なお、茎葉部の重量（Y kg/a）は

整粒収量（X kg/a）との関係式、Y=1.33X+25.5 (R2=0.82)、から算定した。また、搾油

残さおよび茎葉部の発熱量は表 1 に示す実測データに拠った。  
２．ベルト選別機を用いたナタネ精選別工程（参照「循環式乾燥機とベルト選別機を用

いたナタネの乾燥調製・選別法」、2005 年度研究成果情報、澁谷ら）で発生する低

品質ナタネ（損傷粒等）の量は、通常は収穫物の２％程度であるが、穂発芽発生時には

20％程度となることもある。また、圧搾搾油機（E 社製 KEK-P0101）を用いて搾油する

と、整粒の圧搾率が約 30％となる吐出開度設定で、穂発芽粒を含む低品質ナタネでは圧

搾率は約 20％となる。 

３．ナタネ油の燃料性状は、DIN（ドイツ工業規格）の燃料用ナタネ油規格に概ね沿ったも

のであり（表 2）、ナタネ油仕様に改造した汎用コンバイン（K 社製 27.9kW）（参照「FAME
に変換しないナタネ油のコンバインへの燃料利用による化石燃料削減効果」、2009
年度研究成果情報、澁谷ら）の燃料にナタネ油のみを用いた場合、作業能率および燃

費は、圃場条件および作物条件によって変動するものの、軽油使用時と概ね同等である

（表 3）。また、ナタネ油仕様に改造したディーゼルエンジン（発電機）の排ガス特性

は、軽油運転時と比べてナタネ油運転では、CO と排気煙濃度は下回り、CO2 はわずかに

上回り、NOx は同程度である。  
 

［成果の活用面・留意点］ 
１．ナタネの潜在エネルギーデータは、カスケード利用計画を行う際の基礎データ

として活用できる。  
２．ディーゼルエンジンの改造には、ドイツ E 社製キットを用いた。説明書によると冬

季などナタネ油の粘性に問題がある場合は軽油を 50％混合することで性状の改善

が可能である。また、軽油とナタネ油を別々のタンクとすることで、燃料選択が

可能である。   



［具体的データ］ 
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 燃料  収量  
（kg/10a） 

能率  
(h/ha ) 

作業面積
（ha) 

燃費
（L/10a) 

2009 年  
軽油  158 4.0 0.60 2.08 

ナタネ油  158 4.0 0.30 2.43 

2010 年  軽油  209.3 5.1 0.51 3.17* 
ナタネ油  240.8 4.7 0.50 2.68 

試験項目  ナタネ油（整粒由来）   DIN51605* 軽油** 

密度(15℃ ) JＩＳ K2249   0.9198   0.900-0.930 0.82 
炭素分  JPI-5S-65-2004 ％ 77.5  - 86.7 
水素分  JPI-5S-65-2004 ％ 11.7  - 13.1 
酸素分  分解-TCD 法  ％ 10.8  - 0.14 

真発熱量  JIS K2279 MJ/ｋｇ 37.91  min.36 42.7 
セタン価  JIS K2280  －  min.39 58 
引火点  JIS K2265-3 ℃  275.0   min.220 59 
流動点  JIS K2269 ℃  -25.0   - - 
曇り点  JIS K2269 ℃  -16   - - 

目詰まり点  JIS K2288 ℃  測定不可    - - 
* ドイツ燃料用ナタネ油規格より抜粋      
** 「バイオディーゼルのすべて」（坂志朗編著、IPC、2006）より抜粋   

 
表 3 ナタネ油仕様コンバインによるナタネ収穫試験

 

表 2 ナタネ油の燃料としての性状  

ナタネ油 
0.8 kg （0.9 L） 
31 MJ （0.2％） 

ナタネ整粒 
200 kg 

低品質  
ナタネ 
4 kg 

ナタネ油 
60 kg （65 L） 
2.3 GJ （17％） 

搾油残さ 
140 kg 
3.3GJ

 

ナタネ 
生産物  

ナタネ茎葉部  
443 kg 

7.7 GJ （57％） 
 

搾油残さ 
3.3 kg 
78 MJ (0.6％) 

ナタネ 
収穫物  

図 1 10a のナタネ生産における発生熱量  
・「キラリボシ」整粒収量 200kg/10a の場合の推計  
・熱量の総計は 13.5 GJ/10a 
・「キラリボシ」の茎葉部の質量と整粒（精子実）収量  の関係式は、「無エルシン酸・低グルコシノレ
ートナタネ品種「キラリボシ」の特性」、東北農研報 107、53-62（2007）記載データに拠った。 

* 燃費が高いのは、圃場形状の都合で収穫経路が複雑になったためと推察される。 

  
 総発熱量  灰分  水素   真発熱量（計算値）  
  (MJ/kg-wt) （%） （%） (MJ/kg)  

搾油残さ* 24.12 5.46 0.67 23.96  
茎葉部** 17.80 6.15 6.10 17.43  

* 整粒の搾油残さ（油分 16.1％, SoxtecAvanti 法）を分析  
** 茎葉部としてコンバイン排出残さを分析   

 

（金井源太） 

表１ ナタネ搾油残さおよび茎葉部の発熱量  


